






要約:伝染性紅班(リンゴ病)の原因ウイルスとして知られているヒトパルボウイルス

(HPV/B19)は他のいくつかの疾患との因果関係も疑われている。中でも HPV/B19 の妊婦への

感染が非免疫性胎児水腫を惹起する可能性が報告されている。しかしながらこれまで

HPV/B19 血清診断は一部の研究室においてのみ可能であったことから、HPV/B19 感染症は充

分には把握されていなかった。本研究では HPV/B19血清診断法ならびに遺伝子診断法を確

立し、これをもとに HPV/B19 母子間感染の実態を明かにし、非免疫性胎児水腫と HPV/B19

の因果関係を解析した。 


